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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から順に、正のパワーを有する第１レンズ群と、負のパワーを有する第２レンズ
群と、正のパワーを有する第３レンズ群と、負のパワーを有する第４レンズ群と、正のパ
ワーを有する第５レンズ群とを有し、前記第４レンズ群が１枚のレンズから構成される広
角高倍ズームレンズにおいて、
　前記全てのレンズ群の間隔を変えることで変倍を行い、前記第１レンズ群は、広角端の
位置よりも望遠端の位置で物体側にあるように移動し、
　前記第４レンズ群の１枚のレンズは単レンズであり、次の条件式（１５’）を満足する
ことを特徴とする広角高倍ズームレンズ。
　　０．６０８≦ＳＦ4g＜５．０　　　　　　　　　　　　・・・（１５’）
ただし、ＳＦ4g＝（Ｒf ＋Ｒb ）／（Ｒf －Ｒb ）であり、ここで、Ｒf は第４レンズ群
レンズ前面の光軸上曲率半径、Ｒb は第４レンズ群レンズ後面の光軸上曲率半径である。
【請求項２】
　前記第３レンズ群が、少なくとも１枚の負レンズと２枚以下の正レンズを有し、全体と
して３枚以下のレンズから構成されていることを特徴とする請求項１に記載の広角高倍ズ
ームレンズ。
【請求項３】
　前記第５レンズ群が２枚以下のレンズから構成されていることを特徴とする請求項１又
は２に記載の広角高倍ズームレンズ。
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【請求項４】
　広角端から望遠端への変倍に際して、前記第４レンズ群と前記第５レンズ群との間隔が
増大のみすることを特徴とする請求項１から３の何れ１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【請求項５】
　物体側から順に、正のパワーを有する第１レンズ群と、負のパワーを有する第２レンズ
群と、正のパワーを有する第３レンズ群と、負のパワーを有する第４レンズ群と、正のパ
ワーを有する第５レンズ群とを有し、前記第４レンズ群が１枚のレンズから構成される広
角高倍ズームレンズにおいて、
　前記全てのレンズ群の間隔を変えることで変倍を行い、前記第１レンズ群は、広角端の
位置よりも望遠端の位置で物体側にあるように移動し、
　前記第２レンズ群が、物体側から、負レンズ、負レンズ、負レンズ、正レンズの４枚か
らなり、
　次の条件式（２３）を満足することを特徴とする広角高倍ズームレンズ。
　　１．０≦ＳＦ22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２３）
ただし、ＳＦ22＝（Ｒf ＋Ｒb ）／（Ｒf －Ｒb ）であり、ここで、Ｒf は第２レンズ群
の物体側から２枚目のレンズの前面の光軸上曲率半径、Ｒb は第２レンズ群の物体側から
２枚目のレンズの後面の光軸上曲率半径である。
【請求項６】
　物体側から順に、正のパワーを有する第１レンズ群と、負のパワーを有する第２レンズ
群と、正のパワーを有する第３レンズ群と、負のパワーを有する第４レンズ群と、正のパ
ワーを有する第５レンズ群とを有する広角高倍ズームレンズにおいて、
　前記全てのレンズ群の間隔を変えることで変倍を行い、前記第１レンズ群は、広角端の
位置よりも望遠端の位置で物体側にあるように移動し、広角端から望遠端への変倍に際し
て、前記第４レンズ群と前記第５レンズ群との間隔が増大のみ行い、
　前記第２レンズ群が、物体側から、負レンズ、負レンズ、負レンズ、正レンズの４枚か
らなり、
　次の条件式（２３）を満足することを特徴とする広角高倍ズームレンズ。
　　１．０≦ＳＦ22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２３）
ただし、ＳＦ22＝（Ｒf ＋Ｒb ）／（Ｒf －Ｒb ）であり、ここで、Ｒf は第２レンズ群
の物体側から２枚目のレンズの前面の光軸上曲率半径、Ｒb は第２レンズ群の物体側から
２枚目のレンズの後面の光軸上曲率半径である。
【請求項７】
　次の条件式（１）を満足することを特徴とする請求項１から６の何れか１項記載の広角
高倍ズームレンズ。
　　０．１＜Ｌg4／ｆW ＜０．４５　　　　　　　　　　　　　・・・（１）
ただし、Ｌg4は第４レンズ群の厚さ、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【請求項８】
　次の条件式（２）と（３）を満足することを特徴とする請求項１から７の何れか１項記
載の広角高倍ズームレンズ。
　　０．８＜ＲＨ5W／ＲＨ4W＜３．０　　　　　　　　　　　　・・・（２）
　　１．０＜ＲＨ5T／ＲＨ4T＜３．５　　　　　　　　　　　　・・・（３）
ただし、ＲＨ4Wは広角端での第４レンズ群最後面を射出する最軸外主光線の高さ、ＲＨ5W

は広角端での第５レンズ群最前面に入射する最軸外主光線の高さ、ＲＨ4Tは望遠端での第
４レンズ群最後面を射出する最軸外主光線の高さ、ＲＨ5Tは望遠端での第５レンズ群最前
に入射する最軸外主光線の高さである。
【請求項９】
　次の条件式（４）と（５）を満足することを特徴とする請求項１から８の何れか１項記
載の広角高倍ズームレンズ。
　　０．３＜Ｄ45W ／ｆW ＜０．８　　　　　　　　　　　　　・・・（４）
　　０．１７＜Ｄ45T ／ｆT ＜０．５　　　　　　　　　　　　・・・（５）
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ただし、Ｄ45W は広角端での第４レンズ群と第５レンズ群の間隔、Ｄ45T は望遠端での第
４レンズ群と第５レンズ群の間隔、ｆW は広角端での全系焦点距離、ｆT は望遠端での全
系焦点距離である。
【請求項１０】
　次の条件式（６）を満足することを特徴とする請求項１から９の何れか１項記載の広角
高倍ズームレンズ。
　　９．０＜ｆ1 ／ｆW ＜２０．０　　　　　　　　　　　　　・・・（６）
ただし、ｆ1 は第１レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【請求項１１】
　次の条件式（７）を満足することを特徴とする請求項１から１０の何れか１項記載の広
角高倍ズームレンズ。
　　－１．７＜ｆ2 ／ｆW ＜－１．４　　　　　　　　　　　　・・・（７）
ただし、ｆ2 は第２レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【請求項１２】
　次の条件式（８）を満足することを特徴とする請求項１から１１の何れか１項記載の広
角高倍ズームレンズ。
　　１．０＜ｆ3 ／ｆW ＜４．０　　　　　　　　　　　　　　・・・（８）
ただし、ｆ3 は第３レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【請求項１３】
　次の条件式（９）を満足することを特徴とする請求項１から１２の何れか１項記載の広
角高倍ズームレンズ。
　　－５．５＜ｆ4 ／ｆW ＜－０．５　　　　　　　　　　　　・・・（９）
ただし、ｆ4 は第４レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【請求項１４】
　次の条件式（１０）を満足することを特徴とする請求項１から１３の何れか１項記載の
広角高倍ズームレンズ。
　　１．０＜ｆ5 ／ｆW ＜６．０　　　　　　　　　　　　　・・・（１０）
ただし、ｆ5 は第５レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【請求項１５】
　第１レンズ群内の少なくとも１枚の正レンズが次の条件式（１１）及び（１２）を満足
することを特徴とする請求項１から１４の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
　　Ｎd11 ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１１）
　　νd11 ＞６８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１２）
ただし、Ｎd11 は第１レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対する屈折率、ν

d11 は第１レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対するアッベ数である。
【請求項１６】
　第２レンズ群が第１副群と第２副群からなり、第１副群は像面側に凹面を向けた負メニ
スカスレンズを有し、第２副群は物体側から負レンズ・正レンズの順の接合レンズを有し
、その接合レンズの接合面が物体側に凸面を向けていることを特徴とする請求項１から１
５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【請求項１７】
　第３レンズ群中の負レンズは他のレンズと接合されていることを特徴とする請求項１か
ら１６の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【請求項１８】
　第３レンズ群の最も物体側に非球面が配置されていることを特徴とする請求項１から１
７の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【請求項１９】
　第３レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズが次の条件式（１３）及び（１４）を満足
することを特徴とする請求項１から１８の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
　　Ｎd31 ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１３）
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　　νd31 ＞７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１４）
ただし、Ｎd31 は第３レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対する屈折率、ν

d31 は第３レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対するアッベ数である。
【請求項２０】
　第５レンズ群が正レンズと負レンズの接合レンズからなることを特徴とする請求項１か
ら１９の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【請求項２１】
　第５レンズ群中に非球面を有することを特徴とする請求項１から２０の何れか１項記載
の広角高倍ズームレンズ。
【請求項２２】
　次の条件式（１６）を満足することを特徴とする請求項１から２１の何れか１項記載の
広角高倍ズームレンズ。
　　０．４＜Δβ3 ／Δβ2 ＜２．０　　　　　　　　　　　・・・（１６）
ただし、Δβ2 は第２レンズ群の変倍比、Δβ3 は第３レンズ群の変倍比である。
【請求項２３】
　次の条件式（１７）を満足することを特徴とする請求項１から２２の何れか１項記載の
広角高倍ズームレンズ。
　　１０．０＜ＬW ／ＩＨ＜２０．０　　　　　　　　　　　・・・（１７）
ただし、ＬW は広角端での全系全長、ＩＨは最大像高である。
【請求項２４】
　次の条件式（１８）を満足することを特徴とする請求項１から２３の何れか１項記載の
広角高倍ズームレンズ。
　　０．０５＜ｄ45W ／ｆ5 ＜０．２５　　　　　　　　　　・・・（１８）
ただし、ｄ45W は広角端での第４群と第５群の間隔、ｆ5 は第５レンズ群の焦点距離であ
る。
【請求項２５】
　絞りを有し、前記絞りが第３レンズ群と一体で移動することを特徴とする請求項１から
２４の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【請求項２６】
　第１レンズ群が物体側に凸の負レンズと、物体側に凸の正レンズの２枚のレンズからな
ることを特徴とする請求項１から４の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【請求項２７】
　絞りを有すると共に、次の条件式（１９）から（２２）を満足することを特徴とする請
求項１から２５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
　　ＮdFS ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１９）
　　νdFS ＞７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２０）
　　ＮdRS ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２１）
　　νdRS ＞７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２２）
ただし、ＮdFS は絞りより前に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対する屈折率
、νdFS は絞りより前に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対するアッベ数、Ｎ

dRS は絞りより後に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対する屈折率、νdRS は
絞りより後に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対するアッベ数である。
【請求項２８】
　第２レンズ群が、物体側から、負レンズ、負レンズ、負レンズ、正レンズの４枚からな
ることを特徴とする請求項１から４の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【請求項２９】
　第２レンズ群の物体側から１枚目と２枚目のレンズが像面側に凹面を向けた負メニスカ
スレンズからなることを特徴とする請求項２８記載の広角高倍ズームレンズ。
【請求項３０】
　次の条件式（２３）を満足することを特徴とする請求項２８又は２９記載の広角高倍ズ
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ームレンズ。
　　１．０≦ＳＦ22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２３）
ただし、ＳＦ22＝（Ｒf ＋Ｒb ）／（Ｒf －Ｒb ）であり、ここで、Ｒf は第２レンズ群
の物体側から２枚目のレンズの前面の光軸上曲率半径、Ｒb は第２レンズ群の物体側から
２枚目のレンズの後面の光軸上曲率半径である。
【請求項３１】
　前記第２レンズ群は接合面を有する接合レンズを有し、次の条件式（２４）を満足する
ことを特徴とする請求項１から３０の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
　　－２．０＜Ｒ2ce ／ｆ2 ＜－０．５　　　　　　　　　　・・・（２４）
ただし、Ｒ2ce は第２レンズ群の接合面の光軸上曲率半径、ｆ2 は第２レンズ群の焦点距
離である。
【請求項３２】
　第２レンズ群中に非球面を有することを特徴とする請求項１から２５の何れか１項記載
の広角高倍ズームレンズ。
【請求項３３】
　次の条件式（２５）を満足することを特徴とする請求項１から２５の何れか１項記載の
広角高倍ズームレンズ。
　　１．４＜Ｒ1b／Ｒ2f＜３．０　　　　　　　　　　　　　・・・（２５）
ただし、Ｒ1bは第１レンズ群最終面の光軸上曲率半径、Ｒ2fは第２レンズ群最前面の光軸
上曲率半径である。
【請求項３４】
　次の条件式（２６）を満足することを特徴とする請求項１から３３の何れか１項記載の
広角高倍ズームレンズ。
　　４＜Ｚ＜１５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２６）
ただし、Ｚは変倍比である。
【請求項３５】
　次の条件式（２７）を満足することを特徴とする請求項１から３４の何れか１項記載の
広角高倍ズームレンズ。
　　３０°＜ωW ＜４７°　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２７）
ただし、ωW は広角端半画角である。
【請求項３６】
　請求項１から３５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズと、その像側に配された電
子撮像素子とを備えたことを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、広角高倍ズームレンズ及びそれを用いた撮影装置に関し、特に、広角端の対
角画角が７０°以上という広画角で、変倍比が５～１０倍という高変倍比で、高い結像性
能を有し、コンパクトでレンズ枚数が少なく安価な例えば撮像装置用のズームレンズとそ
れを用いた撮影装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、特許文献１において、静止しており正のパワーを有する第１群と、負のパワーを有
する第２群と、正のパワーを有する第３群と、負のパワーを有する第４群と、静止してお
り正のパワーを有する第５群とからなり、ズーム比２０倍程度、広角端の画角が６０°以
上のズームレンズが提案されている。
【０００３】
また、特許文献２において、正のパワーを有する第１群と、負のパワーを有する第２群と
、正のパワーを有する第３群と、負のパワーを有する第４群と、正のパワーを有する第５
群とからなり、ズーム比６～２０倍のズームレンズが提案されている。
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【０００４】
また、特許文献３において、正のパワーを有する第１群と、負のパワーを有する第２群と
、正のパワーを有する第３群と、正のパワーを有する第４群を有するズームレンズが提案
されている。
【０００５】
【特許文献１】
特開平８－５９１３号公報
【０００６】
【特許文献２】
特開平８－１９００５１号公報
【０００７】
【特許文献３】
特開２００１－１９４５９０号公報
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特許文献１及び特許文献２のものは、第１群が固定であり、前玉径が大き
く前玉径を小さく保ったまま広角化することができない。また、第２群が等倍を挟むため
、広角端と望遠端で収差のバランスをとるのが困難である。また、第２群のパワーが強く
なりすぎ、収差補正が難しい。
【０００９】
以上の結果、広角化ができず、また、撮像素子の高画素化によって求められる画像の高画
質化の要求に応えられない。
【００１０】
また、特許文献３のものは、射出光のテレセントリック性を実現するには光線を跳ね上げ
るための強い負のパワーのレンズが必要であるが、この強いパワーの負レンズを第３群内
部に配置している。一方、第３群は変倍を担うため、パワーが強く、変倍時の移動量が大
きい。第３群内に強いパワーの負レンズを配置することで、非点収差やコマ収差の大きな
変動を招いている。その収差の変動を補正するために多くのレンズを必要としている。そ
の結果としてコストが高くなってしまっている。
【００１１】
　本発明は従来技術のこのような問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、強い
パワーの負レンズを独立して可動な第４群に配置して光線を跳ね上げる作用を担わせ、そ
の結果第３群内に強いパワーの負レンズを配置する必要がなくなり収差変動を最小限に抑
えて、従来より少ない枚数で広画角、高変倍、高画質の４群ないし５群ズームレンズとそ
れを用いた撮影装置を提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成する本発明の第１の広角高倍ズームレンズは、物体側から順に、正のパワ
ーを有する第１レンズ群と、負のパワーを有する第２レンズ群と、正のパワーを有する第
３レンズ群と、負のパワーを有する第４レンズ群と、正のパワーを有する第５レンズ群と
を有し、前記第４レンズ群が１枚のレンズから構成される広角高倍ズームレンズにおいて
、
前記全てのレンズ群の間隔を変えることで変倍を行い、前記第１レンズ群は、広角端の位
置よりも望遠端の位置で物体側にあるように移動することを特徴とするものである。
【００１３】
この第１の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００１４】
このような構成にすることによって、変倍の負担を各群に分担させることができ、射出瞳
位置を適切に保つことができる。また、前玉径を小さく保ちつつ、半画角が３５°以上と
いう広角化可能となる。また、低コスト、省スペース、全長短縮を実現することができる
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。
【００１５】
本発明の第２の広角高倍ズームレンズは、第１の広角高倍ズームレンズにおいて、前記第
３レンズ群が、少なくとも１枚の負レンズと２枚以下の正レンズを有し、全体として３枚
以下のレンズから構成されていることを特徴とするものである。
【００１６】
この第２の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００１７】
第１の広角高倍ズームレンズの作用効果に加えて、変倍機能を持つ第３群内の収差発生を
抑え、第３群の移動による収差変動を抑えることができる。また、色収差を補正し、低コ
スト、省スペース、全長短縮を実現することができる。
【００１８】
本発明の第３の広角高倍ズームレンズは、第１の広角高倍ズームレンズにおいて、前記第
５レンズ群が２枚以下のレンズから構成されていることを特徴とするものである。
【００１９】
本発明の第４の広角高倍ズームレンズは、物体側から順に、正のパワーを有する第１レン
ズ群と、負のパワーを有する第２レンズ群と、正のパワーを有する第３レンズ群と、負の
パワーを有する第４レンズ群と、正のパワーを有する第５レンズ群とを有する広角高倍ズ
ームレンズにおいて、
前記全てのレンズ群の間隔を変えることで変倍を行い、前記第１レンズ群は、広角端の位
置よりも望遠端の位置で物体側にあるように移動し、広角端から望遠端への変倍に際して
、前記第４レンズ群と前記第５レンズ群との間隔が増大のみすることを特徴とするもので
ある。
【００２０】
この第４の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００２１】
このような構成にすることによって、変倍の負担を各群に分担させることができ、射出瞳
位置を適切に保つことができる。また、前玉径を小さく保ちつつ、半画角が３５°以上と
いう広角化可能となる。また、射出瞳位置を適切に保ちながら、軸外光線の収差を効果的
に補正することができる。
【００２２】
本発明の第５の広角高倍ズームレンズは、物体側から順に、正のパワーを有する第１レン
ズ群と、負のパワーを有する第２レンズ群と、正のパワーを有する第３レンズ群と、正の
パワーを有する第４レンズ群とを有し、前記全てのレンズ群の間隔を変えることで変倍を
行い、前記第１レンズ群は、広角端の位置よりも望遠端の位置で物体側にあるように移動
する広角高倍ズームレンズにおいて、
前記第３レンズ群は正の前群と負の後群とからなり、前記第３レンズ群後群は１枚のレン
ズから構成され、前記第３レンズ群の前群と後群が変倍時に独立に移動することを特徴と
するものである。
【００２３】
この第５の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００２４】
このような構成にすることによって、変倍の負担を各群に分担させることができ、射出瞳
位置を適切に保つことができる。また、前玉径を小さく保ちつつ、半画角が３５°以上と
いう広角化可能となる。また、変倍群である第３群前群とは独立に、第３群後群に射出瞳
距離を長く設定するための作用を持たせることができるようになる。
【００２５】
本発明の第６の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおいて
、次の条件式（１）を満足することを特徴とするものである。
【００２６】
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０．１＜Ｌg4／ｆW ＜０．４５　　　　　　　　　　　　　・・・（１）
ただし、Ｌg4は第４レンズ群の厚さ、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【００２７】
この第６の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００２８】
この条件式（１）は第４群の厚さに関する条件式であり、その上限の０．４５を越えると
、全長が長くなりすぎる。また、下限の０．１を越えると、非点収差が補正し切れなくな
る。
【００２９】
なお、条件式（１）に関しては、その下限値をさらに０．１３に、また、０．１５に限定
することが好ましい。また、上限値をさらに０．４に、また、０．３７に限定することが
好ましい。
【００３０】
本発明の第７の広角高倍ズームレンズは、第１から第４の広角高倍ズームレンズにおいて
、次の条件式（２）と（３）を満足することを特徴とするものである。
【００３１】
０．８＜ＲＨ5W／ＲＨ4W＜３．０　　　　　　　　　　　　・・・（２）
１．０＜ＲＨ5T／ＲＨ4T＜３．５　　　　　　　　　　　　・・・（３）
ただし、ＲＨ4Wは広角端での第４レンズ群最後面を射出する最軸外主光線の高さ、ＲＨ5W

は広角端での第５レンズ群最前面に入射する最軸外主光線の高さ、ＲＨ4Tは望遠端での第
４レンズ群最後面を射出する最軸外主光線の高さ、ＲＨ5Tは望遠端での第５レンズ群最前
に入射する最軸外主光線の高さである。
【００３２】
この第７の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００３３】
この条件式（２）と（３）は第４群後面射出光線高と第５群前面入射光線高の比を規定す
るものであり、第４群で光線を跳ね上げて、射出瞳距離を長く設定するためのものである
。各条件式の上限の３．０、３．５を越えると、光線高が高くなりすぎ、像面前のレンズ
径が大型化する。また、それぞれの下限の０．８、１．０を越えると、射出瞳距離が短く
なり、画面周辺部でシェーディングが発生してしまう。
【００３４】
なお、条件式（２）に関しては、その下限値をさらに１．０に、また、１．２に限定する
ことが好ましい。また、上限値をさらに２．０に、また、１．９に限定することが好まし
い。
【００３５】
また、条件式（３）に関しては、その下限値をさらに１．５に、また、１．９に限定する
ことが好ましい。また、上限値をさらに３．０に、また、２．６に限定することが好まし
い。
【００３６】
本発明の第８の広角高倍ズームレンズは、第１から第４の広角高倍ズームレンズにおいて
、次の条件式（４）と（５）を満足することを特徴とするものである。
【００３７】
０．３＜Ｄ45W ／ｆW ＜０．８　　　　　　　　　　　　　・・・（４）
０．１７＜Ｄ45T ／ｆT ＜０．５　　　　　　　　　　　　・・・（５）
ただし、Ｄ45W は広角端での第４レンズ群と第５レンズ群の間隔、Ｄ45T は望遠端での第
４レンズ群と第５レンズ群の間隔、ｆW は広角端での全系焦点距離、ｆT は望遠端での全
系焦点距離である。
【００３８】
この第８の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００３９】
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この条件式（４）と（５）は第４－第５群間隔に関する条件式であり、第５群前面で各像
高に対応する光線が分かれることで、軸外の収差（コマ収差等）を像高毎に独立して補正
しやすくするものである。また、これらの条件式を満たすことで射出瞳距離を長く設定で
きる。各条件式の上限の０．８、０．５を越えると、全長が長くなりすぎる。また、それ
ぞれの下限の０．３、０．１７を越えると、軸外光線が分かれなくなるので、軸外光線の
収差を像高毎に独立して補正し難くなる。また、射出瞳距離が短くなる。
【００４０】
なお、条件式（４）に関しては、その下限値をさらに０．３０５に、また、０．３０９に
限定することが好ましい。また、上限値をさらに０．６に、また、０．４５に限定するこ
とが好ましい。
【００４１】
また、条件式（５）に関しては、その下限値をさらに０．１７５に、また、０．１７７に
限定することが好ましい。また、上限値をさらに０．３に、また、０．２に限定すること
が好ましい。
【００４２】
本発明の第９の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおいて
、次の条件式（６）を満足することを特徴とするものである。
【００４３】
９．０＜ｆ1 ／ｆW ＜２０．０　　　　　　　　　　　　　・・・（６）
ただし、ｆ1 は第１レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【００４４】
この第９の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００４５】
この条件式（６）は第１群パワーに関する条件式であり、その上限の２０．０を越えると
、第１群の繰出量が大になり、望遠端全長が大きくなり、前玉径が大型化する。下限の９
．０を越えると望遠端での球面収差が補正不足となってしまう。
【００４６】
なお、条件式（６）に関しては、その下限値をさらに１０に、また、１１に限定すること
が好ましい。また、上限値をさらに１８に、また、１６に限定することが好ましい。
【００４７】
本発明の第１０の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、次の条件式（７）を満足することを特徴とするものである。
【００４８】
－１．７＜ｆ2 ／ｆW ＜－１．４　　　　　　　　　　　　・・・（７）
ただし、ｆ2 は第２レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【００４９】
この第１０の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００５０】
この条件式（７）は第２群パワーに関する条件式であり、その上限の－１．４を越えると
、第２群の移動量が大きくなり、前玉径、レンズ系が大型化する。その下限の－１．７を
越えると、ペッツバール和が負で大となり、像面補正過剰となってしまう。
【００５１】
なお、条件式（７）に関しては、その下限値をさらに－１．６５に、また、－１．６１に
限定することが好ましい。また、上限値をさらに－１．５に、また、－１．５５に限定す
ることが好ましい。
【００５２】
本発明の第１１の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、次の条件式（８）を満足することを特徴とするものである。
【００５３】
１．０＜ｆ3 ／ｆW ＜４．０　　　　　　　　　　　　　　・・・（８）
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ただし、ｆ3 は第３レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【００５４】
この第１１の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００５５】
この条件式（８）は第３群パワーに関する条件式であり、その上限の４．０を越えると、
第３群の移動量が大きくなり、レンズ系が大型化する。下限の１．０を越えると、球面収
差、非点収差等の変動が大きくなる。
【００５６】
なお、条件式（８）に関しては、その下限値をさらに１．２に、また、１．３に限定する
ことが好ましい。また、上限値をさらに３．５に、また、２．６に限定することが好まし
い。
【００５７】
本発明の第１２の広角高倍ズームレンズは、第１から第４の広角高倍ズームレンズにおい
て、次の条件式（９）を満足することを特徴とするものである。
【００５８】
－５．５＜ｆ4 ／ｆW ＜－０．５　　　　　　　　　　　　・・・（９）
ただし、ｆ4 は第４レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【００５９】
この第１２の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００６０】
この条件式（９）は第４群パワーに関する条件式であり、その上限の－０．５を越えると
、広角端で、第２－第３群間の軸外光線の角度が大きくなるため、前玉径が大型化してし
まう。また、その下限の－５．５を越えると、製造誤差感度が大になり、移動による収差
変動が大きくなる。
【００６１】
なお、条件式（９）に関しては、その下限値をさらに－５．３に、また、－５．２に限定
することが好ましい。また、上限値をさらに－０．８に、また、－１．０に限定すること
が好ましい。
【００６２】
本発明の第１３の広角高倍ズームレンズは、第１から第４の広角高倍ズームレンズにおい
て、次の条件式（１０）を満足することを特徴とするものである。
【００６３】
１．０＜ｆ5 ／ｆW ＜６．０　　　　　　　　　　　　　・・・（１０）
ただし、ｆ5 は第５レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【００６４】
この第１３の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００６５】
この条件式（１０）は第５群パワーに関する条件式であり、その上限の６．０を越えると
、バックフォーカスが長くなりすぎ、全系が大型化してしまう。また、下限の１．０を越
えると、第５群フォーカシング時の収差の崩れが大きくなってしまう。
【００６６】
なお、条件式（１０）に関しては、その下限値をさらに１．５に、また、２．０に限定す
ることが好ましい。また、上限値をさらに５．０に、また、４．０に限定することが好ま
しい。
【００６７】
本発明の第１４の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、第１レンズ群内の少なくとも１枚の正レンズが次の条件式（１１）及び（１２）を満
足することを特徴とするものである。
【００６８】
Ｎd11 ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１１）
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νd11 ＞６８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１２）
ただし、Ｎd11 は第１レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対する屈折率、ν

d11 は第１レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対するアッベ数である。
【００６９】
この第１４の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００７０】
条件式（１１）と（１２）は第１群の硝材に関する条件式であり、第１群で発生する色収
差を適切に補正するためのものである。
【００７１】
なお、条件式（１１）に関しては、その上限値をさらに１．５に、また、１．４９に限定
することが好ましい。また、下限値を設け、１．４６より大きいことが望ましい。その下
限を越えると、レンズ材料が高価になる。
【００７２】
また、条件式（１２）に関しては、その下限値をさらに６９に、また、７０に限定するこ
とが好ましい。また、上限値を設け、８２より小さいことが望ましい。その上限を越える
と、レンズ材料が高くなる。
【００７３】
本発明の第１５の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、第２レンズ群が第１副群と第２副群からなり、第１副群は像面側に凹面を向けた負メ
ニスカスレンズを有し、第２副群は物体側から負レンズ・正レンズの順の接合レンズを有
し、その接合面が物体側に凸面を向けていることを特徴とするものである。
【００７４】
この第１５の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００７５】
第１副群が像面側に凹面を向けた負メニスカスレンズを有することで、第１副群を射出す
る軸上光線と軸外光線の角度が小さくなり、第２副群以降の収差補正（コマ収差、倍率色
収差、歪曲収差等）を容易にすることができる。また、第２副群が接合レンズを有するこ
とで、第２群内で発生する色収差を補正し、変倍時の移動による色収差の変動を抑えるこ
とができ、また、その接合を負・正の順にすることで、広角端の軸外での高次の倍率色収
差の発生を抑えることができる。また、その接合面が物体側に凸面を向けていることによ
り、広角端の軸外での高次の倍率色収差の発生を抑えることができる。
【００７６】
本発明の第１６の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、第３レンズ群中の負レンズは他のレンズと接合されていることを特徴とするものであ
る。
【００７７】
この第１６の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、第３レンズ群中の負レンズ
が接合されていることにより、軸上色収差を補正することができる。
【００７８】
本発明の第１７の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、第３レンズ群の最も物体側に非球面が配置されていることを特徴とするものである。
【００７９】
この第１７の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、第３レンズ群の最も物体側
に非球面を配置することにより、球面収差を効果的に補正することができる。
【００８０】
本発明の第１８の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、第３レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズが次の条件式（１３）及び（１４）を満
足することを特徴とするものである。
【００８１】
Ｎd31 ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１３）
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νd31 ＞７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１４）
ただし、Ｎd31 は第３レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対する屈折率、ν

d31 は第３レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対するアッベ数である。
【００８２】
この第１８の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、第３レンズ群中の少なくと
も１枚の正レンズに特殊低分散ガラス、すなわち、条件式（１３）及び（１４）を満足す
るガラスを使用すると、軸上色収差を効果的に補正することができる。
【００８３】
なお、条件式（１３）に関しては、その上限値をさらに１．５１に、また、１．５０に限
定することが好ましい。また、下限値を設け、１．４６より大きいことが望ましい。その
下限を越えると、レンズ材料が高価になる。
【００８４】
また、条件式（１４）に関しては、その下限値をさらに６９に、また、７０に限定するこ
とが好ましい。また、上限値を設け、８５又は８２より小さいことが望ましい。その上限
を越えると、レンズ材料が高くなる。
【００８５】
本発明の第１９の広角高倍ズームレンズは、第１から第３の広角高倍ズームレンズにおい
て、第４レンズ群の１枚のレンズは単レンズであり、次の条件式（１５）を満足すること
を特徴とするものである。
【００８６】
０．５＜ＳＦ4g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１５）
ただし、ＳＦ4g＝（Ｒf ＋Ｒb ）／（Ｒf －Ｒb ）であり、ここで、Ｒf は第４レンズ群
レンズ前面の光軸上曲率半径、Ｒb は第４レンズ群レンズ後面の光軸上曲率半径である。
【００８７】
この第１９の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、この条件式（１５）は第４
群を単レンズで構成する場合のその単レンズの形状に関する条件式であり、その下限の０
．５を越えると、ペッツバール和が悪くなってしまう。
【００８８】
なお、条件式（１５）に関しては、その下限値をさらに０．５５に、また、０．６０８に
限定することが好ましい。また、上限値を設け、５．０又は２．５より小さいことが好ま
しい。その上限を越えると、必要な屈折力を確保しての加工が難しくなる。
【００８９】
本発明の第２０の広角高倍ズームレンズは、第１から第４の広角高倍ズームレンズにおい
て、第５レンズ群が正レンズと負レンズの接合レンズからなることを特徴とするものであ
る。
【００９０】
この第２０の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、第５レンズ群を正レンズと
負レンズの接合レンズから構成すると、変倍時の移動による色収差の変動を抑えることが
できる。
【００９１】
本発明の第２１の広角高倍ズームレンズは、第１から第４の広角高倍ズームレンズにおい
て、第５レンズ群中に非球面を有することを特徴とするものである。
【００９２】
この第２１の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、第５レンズ群中に非球面を
設けることにより、非点収差を良好に補正することができる。
【００９３】
本発明の第２２の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、次の条件式（１６）を満足することを特徴とするものである。
【００９４】
０．４＜Δβ3 ／Δβ2 ＜２．０　　　　　　　　　　　・・・（１６）
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ただし、Δβ2 は第２レンズ群の変倍比、Δβ3 は第３レンズ群の変倍比である。
【００９５】
この第２２の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【００９６】
条件式（１６）は第２群と第３群の変倍比の比に関する条件式であり、これは第２群と第
３群に変倍の負担を適切に配分するための条件式である。この条件式の上限の２．０を越
えると、第３群に変倍の負担がかかりすぎ、収差補正（球面収差、非点収差等）が困難と
なる。また、下限の０．４を越えると、第２群に変倍の負担がかかりすぎ、収差補正（広
角端の歪曲収差、倍率色収差等）が困難となる。
【００９７】
なお、条件式（１６）に関しては、その下限値をさらに０．５に、また、０．５４に限定
することが好ましい。また、上限値をさらに１．７に、また、１．５に限定することが好
ましい。
【００９８】
本発明の第２３の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、次の条件式（１７）を満足することを特徴とするものである。
【００９９】
１０．０＜ＬW ／ＩＨ＜２０．０　　　　　　　　　　　・・・（１７）
ただし、ＬW は広角端での全系全長、ＩＨは最大像高である。
【０１００】
ここで、ズームレンズの像面側に電子撮像素子を配して撮像装置とする場合、最大像高Ｉ
Ｈは電子撮像素子の有効撮像領域の対角長の半分である。この有効撮像領域は、電子撮像
素子の撮像面にて像の再生を行うことができる範囲であり、この範囲が任意に変更できる
場合は、とり得る範囲においてＩＨが最大となるものをここでいう最大像高ＩＨと定義す
る。
【０１０１】
この第２３の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【０１０２】
この条件式（１７）は全長に関する条件式であり、その上限の２０．０を越えると、全長
が長くなり、コンパクト化に反する。下限の１０．０を越えると、各群のパワーが強くな
りすぎ、コマ収差、非点収差等の収差補正が不可能になってしまう。
【０１０３】
なお、条件式（１７）に関しては、その下限値をさらに１２に、また、１４に限定するこ
とが好ましい。また、上限値をさらに１９に、また、１８に限定することが好ましい。
【０１０４】
本発明の第２４の広角高倍ズームレンズは、第１から第４の広角高倍ズームレンズにおい
て、次の条件式（１８）を満足することを特徴とするものである。
【０１０５】
０．０５＜ｄ45W ／ｆ5 ＜０．２５　　　　　　　　　　・・・（１８）
ただし、ｄ45W は広角端での第４群と第５群の間隔、ｆ5 は第５レンズ群の焦点距離であ
る。
【０１０６】
この第２４の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【０１０７】
この条件式（１８）はフォーカシングを第５群で行うときの、可動間隔範囲に関する条件
式であり、上限の０．２５を越えると、全長が長くなり、コンパクト化に反する。下限の
０．０５を越えると、フォーカシングのスペースが確保できない。
【０１０８】
なお、条件式（１８）に関しては、その下限値をさらに０．０６に、また、０．０６９に
限定することが好ましい。また、上限値をさらに０．２３に、また、０．２０に限定する
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ことが好ましい。
【０１０９】
本発明の第２５の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、絞りを有し、前記絞りが第３レンズ群と一体で移動することを特徴とするものである
。
【０１１０】
この第２５の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、絞りが第３レンズ群と一体
で移動すると、第３群以降を通る光線高が低くなるので、収差補正（コマ収差・非点収差
等の軸外の収差の補正）が容易になる。
【０１１１】
本発明の第２６の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、第１レンズ群が物体側に凸の負レンズと、物体側に凸の正レンズの２枚のレンズから
なることを特徴とするものである。
【０１１２】
この第２６の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、このような構成により、少
ない枚数で第１群での収差（軸上色収差、倍率色収差）を適切に補正することができる。
【０１１３】
本発明の第２７の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、絞りを有すると共に、次の条件式（１９）から（２２）を満足することを特徴とする
ものである。
【０１１４】
ＮdFS ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１９）
νdFS ＞７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２０）
ＮdRS ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２１）
νdRS ＞７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２２）
ただし、ＮdFS は絞りより前に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対する屈折率
、νdFS は絞りより前に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対するアッベ数、Ｎ

dRS は絞りより後に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対する屈折率、νdRS は
絞りより後に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対するアッベ数である。
【０１１５】
この第２７の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明する。
【０１１６】
条件式（１９）から（２２）は、絞りより前の群と後の群に特殊低分散ガラス、すなわち
、条件式（１９）及び（２０）、（２１）及び（２２）を満足するガラスを使用すること
を規定するもので、絞りより前群の特殊低分散ガラスは倍率色収差を補正する。また、絞
りより後群の特殊低分散ガラスは軸上色収差を効果的に補正する。
【０１１７】
条件式（１９）及び（２１）に関しては、その上限値をさらに１．５１に、また、１．５
０に限定することが好ましい。また、下限値を設け、１．４６より大きいことが好ましい
。その下限を越えると、レンズ材料が高価になる。
【０１１８】
条件式（２０）及び（２２）に関しては、その下限値をさらに８０に、また、８１に限定
することが好ましい。また、上限値を設け、８５又は８２よりより小さいことが望ましい
。その上限を越えると、レンズ材料が高くなる。
【０１１９】
本発明の第２８の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、第２レンズ群が、物体側から、負レンズ、負レンズ、負レンズ、正レンズの４枚から
なることを特徴とするものである。
【０１２０】
この第２８の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、このような構成により、軸
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外光線で高次の収差（倍率色収差、歪曲収差、コマ収差）が発生するのを抑えることがで
きる。
【０１２１】
本発明の第２９の広角高倍ズームレンズは、第２８の広角高倍ズームレンズにおいて、第
２レンズ群の物体側から１枚目と２枚目のレンズが像面側に凹面を向けた負メニスカスレ
ンズからなることを特徴とするものである。
【０１２２】
この第２９の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、このような構成により、第
２群に必要な大きな負のパワーを２枚で分担することで、非点収差、コマ収差の過大な発
生を抑えることができる。
【０１２３】
本発明の第３０の広角高倍ズームレンズは、第２８、第２９の広角高倍ズームレンズにお
いて、次の条件式（２３）を満足することを特徴とするものである。
【０１２４】
１．０≦ＳＦ22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２３）
ただし、ＳＦ22＝（Ｒf ＋Ｒb ）／（Ｒf －Ｒb ）であり、ここで、Ｒf は第２レンズ群
の物体側から２枚目のレンズの前面の光軸上曲率半径、Ｒb は第２レンズ群の物体側から
２枚目のレンズの後面の光軸上曲率半径である。
【０１２５】
この第３０の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、この条件式（２３）は第２
レンズ群の物体側から２枚目の負レンズの形状に関する条件式であり、広角端での歪曲収
差、倍率色収差の過大な発生を抑えるものである。
【０１２６】
なお、条件式（２３）に関しては、その下限値をさらに１．５に、また、１．７に限定す
ることが好ましい。また、上限値を設け、５．０又は２．５より小さいことが好ましい。
その上限を越えると、必要な屈折力を確保しての加工が難しくなる。
【０１２７】
本発明の第３１の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、前記第２レンズ群は接合面を有する接合レンズを有し、次の条件式（２４）を満足す
ることを特徴とするものである。
【０１２８】
－２．０＜Ｒ2ce ／ｆ2 ＜－０．５　　　　　　　　　　・・・（２４）
ただし、Ｒ2ce は第２レンズ群の接合面の光軸上曲率半径、ｆ2 は第２レンズ群の焦点距
離である。
【０１２９】
この第３１の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、この条件式（２４）は第２
群接合レンズのパワーに関する条件式であり、その上限の－０．５を越えると、第２群内
で発生する色収差を補正し切れない。また、下限の－２．０を越えると、広角端で高次の
色収差が発生してしまう。
【０１３０】
なお、条件式（２４）に関しては、その下限値をさらに－１．８に、また、－１．７に限
定することが好ましい。また、上限値をさらに－０．７に、また、－０．９に限定するこ
とが好ましい。
【０１３１】
本発明の第３２の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、第２レンズ群中に非球面を有することを特徴とするものである。
【０１３２】
この第３２の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、第２群中に非球面を設ける
ことにより、広角端での歪曲収差補正ができる。
【０１３３】
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本発明の第３３の広角高倍ズームレンズは、第１から第５の広角高倍ズームレンズにおい
て、次の条件式（２５）を満足することを特徴とするものである。
【０１３４】
１．４＜Ｒ1b／Ｒ2f＜３．０　　　　　　　　　　　　　・・・（２５）
ただし、Ｒ1bは第１レンズ群最終面の光軸上曲率半径、Ｒ2fは第２レンズ群最前面の光軸
上曲率半径である。
【０１３５】
この第３３の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、この条件式（２５）は第１
群最終面と第２群前面の曲率半径の比を規定するもので、その上限の３．０を越えると、
第１群を射出し第２群に入射する軸外光線の角度が大きくなるので、前玉径が大型化する
。また、下限の１．４を越えると、広角端での負の歪曲収差が補正し切れなくなる。
【０１３６】
なお、条件式（２５）に関しては、その下限値をさらに１．６に、また、１．８に限定す
ることが好ましい。また、上限値をさらに２．５に、また、２．０に限定することが好ま
しい。
【０１３７】
本発明の第３４の広角高倍ズームレンズは、第１から第３３の広角高倍ズームレンズにお
いて、次の条件式（２６）を満足することを特徴とするものである。
【０１３８】
４＜Ｚ＜１５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２６）
ただし、Ｚは変倍比である。
【０１３９】
この第３４の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、本発明の広角高倍ズームレ
ンズはこのような変倍比のズームレンズに用いることが性能と大きさとのバランスがとれ
るため好ましい。条件式（２６）の下限の４を越える変倍比では、本発明の４群以上の構
成としなくともよくなる。上限の１５を越えると、望遠端でのレンズ全長が大きくなる。
【０１４０】
なお、条件式（２６）に関しては、その下限値をさらに４．５に、また、４．７に限定す
ることが好ましい。また、上限値をさらに１２．０に、また、１０．０に限定することが
、性能と大きさとのバランスを向上させる点でより好ましい。
【０１４１】
本発明の第３５の広角高倍ズームレンズは、第１から第３４の広角高倍ズームレンズにお
いて、次の条件式（２７）を満足することを特徴とするものである。
【０１４２】
３０°＜ωW ＜４７°　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２７）
ただし、ωW は広角端半画角である。
【０１４３】
この第３５の広角高倍ズームレンズの作用効果を説明すると、条件式（２７）の上限の４
７°を越えると、歪曲収差が出やすくなる。また、下限の３０°を越えると、撮影範囲が
小さくなるため広角撮影特有の遠近感が得難くなる。
【０１４４】
なお、条件式（２７）に関しては、その下限値をさらに３３°に、また、３６°に限定す
ることが好ましい。また、上限値をさらに４２°に、また、３９°に限定することが、広
画角化と収差性能のバランスを向上させる点でより好ましい。
【０１４５】
なお、本発明は、以上の第１から第３５の広角高倍ズームレンズと、その像側に配された
電子撮像素子とを備えた撮像装置を含むものである。
【０１４６】
以上の条件式（１）～（２７）に関しては、その中の２つ以上を同時に満たすようにした
ものも、当然本発明の目的を達成できるものであり、任意に組み合わせることができる。
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【０１４７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の広角高倍ズームレンズの実施例１～４について説明する。実施例１、２の
無限遠物点合焦時の広角端でのレンズ断面図をそれぞれ図１～図２に示す。なお、各図中
には、各レンズ群の中間状態を経て望遠端に至る概略の移動軌跡も矢印で図示してある。
【０１４８】
図１～図２中、第１レンズ群はＧ１、第２レンズ群はＧ２、第３レンズ群はＧ３、第４レ
ンズ群はＧ４、第５レンズ群はＧ５、光学的ローパスフィルターや電子撮像素子であるＣ
ＣＤのカバーガラス等の平行平面板群はＦ、ＣＣＤの像面はＩで示してあり、平行平面板
群Ｆは第５レンズ群Ｇ５と像面Ｉの間に固定配置されている。また、独立に可動の絞りは
Ｓで示してある。
【０１４９】
実施例１のズームレンズは、図１に示すように、正屈折力の第１レンズ群Ｇ１、負屈折力
の第２レンズ群Ｇ２、正屈折力の第３レンズ群Ｇ３、負屈折力の第４レンズ群Ｇ４、正屈
折力の第５レンズ群Ｇ５からなり、無限遠物点合焦時に広角端から望遠端に変倍する際は
、第１レンズ群Ｇ１は物体側に移動し、望遠端では広角端より物体側の位置になり、第２
レンズ群Ｇ２は像面側へ移動して中間状態と望遠端では略同じ位置になり、第３レンズ群
Ｇ３は物体側に移動し、第４レンズ群Ｇ４は第３レンズ群Ｇ３との間の間隔を広げながら
物体側に移動し、第５レンズ群Ｇ５は物体側に凸の軌跡を描きながら移動し、望遠端では
広角端より像面側の位置になる。
【０１５０】
実施例１の第１レンズ群Ｇ１は、物体側に凸面を向けた負メニスカスレンズと物体側に凸
面を向けた正メニスカスレンズの接合レンズと、物体側に凸面を向けた正メニスカスレン
ズとからなり、第２レンズ群Ｇ２は、物体側に凸面を向けた負メニスカスレンズ２枚と、
物体側に凸面を向けた負メニスカスレンズと両凸正レンズの接合レンズとからなり、第３
レンズ群Ｇ３は、絞りと、その後に配置された両凸正レンズと、物体側に凸面を向けた負
メニスカスレンズと両凸正レンズの接合レンズとからなり、第４レンズ群Ｇ４は物体側に
凸面を向けた負メニスカスレンズ１枚からなり、第５レンズ群Ｇ５は、両凸正レンズと両
凹負レンズの接合レンズからなる。非球面は、第２レンズ群Ｇ２の最も像面側の面、第３
レンズ群Ｇ３の最も物体側の面、第５レンズ群Ｇ５の最も物体側の面の３面に用いられて
いる。
【０１５１】
実施例２のズームレンズは、図２に示すように、正屈折力の第１レンズ群Ｇ１、負屈折力
の第２レンズ群Ｇ２、正屈折力の第３レンズ群Ｇ３、負屈折力の第４レンズ群Ｇ４、正屈
折力の第５レンズ群Ｇ５からなり、無限遠物点合焦時に広角端から望遠端に変倍する際は
、第１レンズ群Ｇ１は物体側に移動し、望遠端では広角端より物体側の位置になり、第２
レンズ群Ｇ２は像面側へ移動し、第３レンズ群Ｇ３は物体側に移動し、第４レンズ群Ｇ４
は第３レンズ群Ｇ３との間の間隔を広げながら一旦物体側に移動しその後若干像面側へ移
動し、第５レンズ群Ｇ５は物体側に凸の軌跡を描きながら移動し、望遠端では広角端より
物体側の位置になる。
【０１５２】
実施例２の第１レンズ群Ｇ１は、物体側に凸面を向けた負メニスカスレンズと両凸正レン
ズの接合レンズからなり、第２レンズ群Ｇ２は、物体側に凸面を向けた負メニスカスレン
ズと、両凹負レンズと物体側に凸面を向けた正メニスカスレンズの接合レンズとからなり
、第３レンズ群Ｇ３は、絞りと、その後に配置された両凸正レンズと、物体側に凸面を向
けた負メニスカスレンズと両凸正レンズの接合レンズとからなり、第４レンズ群Ｇ４は両
凹負レンズ１枚からなり、第５レンズ群Ｇ５は、両凸正レンズと像面側に凸面を向けた負
メニスカスレンズの接合レンズからなる。非球面は、第３レンズ群Ｇ３の最も物体側の面
、第５レンズ群Ｇ５の最も物体側の面の２面に用いられている。
【０１５３】
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実施例３のズームレンズは、図３に示すように、正屈折力の第１レンズ群Ｇ１、負屈折力
の第２レンズ群Ｇ２、正屈折力の第３レンズ群Ｇ３、負屈折力の第４レンズ群Ｇ４、正屈
折力の第５レンズ群Ｇ５からなり、無限遠物点合焦時に広角端から望遠端に変倍する際は
、第１レンズ群Ｇ１は一旦像面側へ移動しその後物体側へ移動し、望遠端では広角端より
物体側の位置になり、第２レンズ群Ｇ２は像面側へ移動し、第３レンズ群Ｇ３は物体側に
移動し、第４レンズ群Ｇ４は第３レンズ群Ｇ３との間の間隔を広げながら物体側に移動し
、第５レンズ群Ｇ５は第４レンズ群Ｇ４との間の間隔を広げながら物体側に移動する。ま
た、絞りＳは、第３レンズ群Ｇ３の物体側で、広角端から中間状態までは略固定で、中間
状態から望遠端にかけては物体側へ移動する。
【０１５４】
実施例３の第１レンズ群Ｇ１は、物体側に凸面を向けた負メニスカスレンズと物体側に凸
面を向けた正メニスカスレンズの接合レンズと、物体側に凸面を向けた正メニスカスレン
ズとからなり、第２レンズ群Ｇ２は、物体側に凸面を向けた負メニスカスレンズ２枚と、
両凹負レンズと両凸正レンズの接合レンズとからなり、第３レンズ群Ｇ３は、両凸正レン
ズと、物体側に凸面を向けた負メニスカスレンズと両凸正レンズの接合レンズとからなり
、第４レンズ群Ｇ４は、両凸正レンズと両凹負レンズの接合レンズからなり、第５レンズ
群Ｇ５は、両凸正レンズと像面側に凸面を向けた負メニスカスレンズの接合レンズからな
る。非球面は、第２レンズ群Ｇ２の物体側から２番目の負メニスカスレンズの像面側の面
、第３レンズ群Ｇ３の単レンズの両凸正レンズの両面の３面に用いられている。
【０１５５】
実施例４のズームレンズは、図４に示すように、正屈折力の第１レンズ群Ｇ１、負屈折力
の第２レンズ群Ｇ２、正屈折力の第３レンズ群Ｇ３、負屈折力の第４レンズ群Ｇ４、正屈
折力の第５レンズ群Ｇ５からなり、無限遠物点合焦時に広角端から望遠端に変倍する際は
、第１レンズ群Ｇ１は物体側へ移動し、第２レンズ群Ｇ２は一旦像面側へ移動しその後物
体側へ若干移動し、望遠端では広角端より像面側の位置になり、第３レンズ群Ｇ３は物体
側に移動し、第４レンズ群Ｇ４は第３レンズ群Ｇ３との間の間隔を広げながら物体側に移
動し、第５レンズ群Ｇ５は第４レンズ群Ｇ４との間の間隔を一旦縮めその後広げながら物
体側に移動する。また、絞りＳは、第３レンズ群Ｇ３の物体側で、第３レンズ群Ｇ３と略
共に移動する。
【０１５６】
実施例４の第１レンズ群Ｇ１は、物体側に凸面を向けた負メニスカスレンズと物体側に凸
面を向けた正メニスカスレンズの接合レンズと、物体側に凸面を向けた正メニスカスレン
ズとからなり、第２レンズ群Ｇ２は、物体側に凸面を向けた負メニスカスレンズ２枚と、
両凹負レンズと両凸正レンズの接合レンズとからなり、第３レンズ群Ｇ３は、両凸正レン
ズと、物体側に凸面を向けた負メニスカスレンズと両凸正レンズの接合レンズとからなり
、第４レンズ群Ｇ４は、両凸正レンズと両凹負レンズの接合レンズからなり、第５レンズ
群Ｇ５は、両凸正レンズと像面側に凸面を向けた負メニスカスレンズの接合レンズからな
る。非球面は、第２レンズ群Ｇ２の物体側から２番目の負メニスカスレンズの像面側の面
、第３レンズ群Ｇ３の単レンズの両凸正レンズの両面の３面に用いられている。
【０１５７】
以下に、上記各実施例の数値データを示すが、記号は上記の外、ｆは全系焦点距離、ＦNO

はＦナンバー、ωは半画角、ＷＥは広角端、ＳＴは中間状態、ＴＥは望遠端、ｒ1 、ｒ2 

…は各レンズ面の曲率半径（ｍｍ）、ｄ1 、ｄ2 …は各レンズ面間の間隔（ｍｍ）、ｎd1

、ｎd2…は各レンズのｄ線の屈折率、νd1、νd2…は各レンズのアッベ数である。なお、
非球面形状は、ｘを光の進行方向を正とした光軸とし、ｙを光軸と直交する方向にとると
、下記の式にて表される。
【０１５８】
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ただし、ｒは近軸曲率半径、Ｋは円錐係数、A4、A6、A8、A10 はそれぞれ４次、６次、８
次、１０次の非球面係数である。
【０１５９】
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上記実施例１、２の無限遠にフォーカシングした場合の収差図をそれぞれ図５、図６に示
す。これら収差図の（ａ）は広角端、（ｂ）は中間状態、（ｃ）は望遠端での収差を表す
。
【０１６４】
次に、上記各実施例１～４における条件式（１）～（２７）に関するパラメータの値を以
下に示す。
【０１６５】
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【０１６６】
さて、以上のような本発明の広角高倍ズームレンズは、ズームレンズで物体像を形成しそ
の像をＣＣＤ等の電子撮像素子に受光させて撮影を行う撮影装置、とりわけデジタルカメ
ラやビデオカメラ、情報処理装置の例であるパソコン、電話、特に持ち運びに便利な携帯
電話等に用いることができる。以下に、その実施形態を例示する。
【０１６７】
図７～図９は、本発明によるズームレンズをデジタルカメラの撮影光学系４１に組み込ん
だ構成の概念図を示す。図７はデジタルカメラ４０の外観を示す前方斜視図、図８は同後
方斜視図、図９はデジタルカメラ４０の構成を示す断面図である。デジタルカメラ４０は
、この例の場合、撮影用光路４２を有する撮影光学系４１、ファインダー用光路４４を有
するファインダー光学系４３、シャッター４５、フラッシュ４６、液晶表示モニター４７
等を含み、カメラ４０の上部に配置されたシャッター４５を押圧すると、それに連動して
撮影光学系４１、例えば実施例１のズームレンズを通して撮影が行われる。撮影光学系４
１によって形成された物体像が、光学的ローパスフィルターＬＦ、カバーガラスＣＧを介
してＣＣＤ４９の撮像面上に形成される。このＣＣＤ４９で受光された物体像は、処理手
段５１を介し、電子画像としてカメラ背面に設けられた液晶表示モニター４７に表示され
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る。また、この処理手段５１には記録手段５２が接続され、撮影された電子画像を記録す
ることもできる。なお、この記録手段５２は処理手段５１と別体に設けてもよいし、フロ
ッピーディスクやメモリーカード、ＭＯ等により電子的に記録書込を行うように構成して
もよい。また、ＣＣＤ４９に代わって銀塩フィルムを配置した銀塩カメラとして構成して
もよい。
【０１６８】
さらに、ファインダー用光路４４上にはファインダー用対物光学系５３が配置してある。
このファインダー用対物光学系５３によって形成された物体像は、像正立部材であるポロ
プリズム５５の視野枠５７上に形成される。このポリプリズム５５の後方には、正立正像
にされた像を観察者眼球Ｅに導く接眼光学系５９が配置されている。なお、撮影光学系４
１及びファインダー用対物光学系５３の入射側、接眼光学系５９の射出側にそれぞれカバ
ー部材５０が配置されている。
【０１６９】
このように構成されたデジタルカメラ４０は、撮影光学系４１が広画角で高変倍比であり
、収差が良好で、明るく、フィルター等が配置できるバックフォーカスの大きなズームレ
ンズであるので、高性能・低コスト化が実現できる。
【０１７０】
なお、図９の例では、カバー部材５０として平行平面板を配置しているが、パワーを持っ
たレンズを用いてもよい。
【０１７１】
以上の本発明の広角高倍ズームレンズ及びそれを用いた撮像装置は例えば次のように構成
することができる。
【０１７２】
〔１〕　物体側から順に、正のパワーを有する第１レンズ群と、負のパワーを有する第２
レンズ群と、正のパワーを有する第３レンズ群と、負のパワーを有する第４レンズ群と、
正のパワーを有する第５レンズ群とを有し、前記第４レンズ群が１枚のレンズから構成さ
れる広角高倍ズームレンズにおいて、
前記全てのレンズ群の間隔を変えることで変倍を行い、前記第１レンズ群は、広角端の位
置よりも望遠端の位置で物体側にあるように移動することを特徴とする広角高倍ズームレ
ンズ。
【０１７３】
〔２〕　前記第３レンズ群が、少なくとも１枚の負レンズと２枚以下の正レンズを有し、
全体として３枚以下のレンズから構成されていることを特徴とする上記１に記載の広角高
倍ズームレンズ。
【０１７４】
〔３〕　前記第５レンズ群が２枚以下のレンズから構成されていることを特徴とする上記
１に記載の広角高倍ズームレンズ。
【０１７５】
〔４〕　物体側から順に、正のパワーを有する第１レンズ群と、負のパワーを有する第２
レンズ群と、正のパワーを有する第３レンズ群と、負のパワーを有する第４レンズ群と、
正のパワーを有する第５レンズ群とを有する広角高倍ズームレンズにおいて、
前記全てのレンズ群の間隔を変えることで変倍を行い、前記第１レンズ群は、広角端の位
置よりも望遠端の位置で物体側にあるように移動し、広角端から望遠端への変倍に際して
、前記第４レンズ群と前記第５レンズ群との間隔が増大のみすることを特徴とする広角高
倍ズームレンズ。
【０１７６】
〔５〕　物体側から順に、正のパワーを有する第１レンズ群と、負のパワーを有する第２
レンズ群と、正のパワーを有する第３レンズ群と、正のパワーを有する第４レンズ群とを
有し、前記全てのレンズ群の間隔を変えることで変倍を行い、前記第１レンズ群は、広角
端の位置よりも望遠端の位置で物体側にあるように移動する広角高倍ズームレンズにおい
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て、
前記第３レンズ群は正の前群と負の後群とからなり、前記第３レンズ群後群は１枚のレン
ズから構成され、前記第３レンズ群の前群と後群が変倍時に独立に移動することを特徴と
する広角高倍ズームレンズ。
【０１７７】
〔６〕　次の条件式（１）を満足することを特徴とする上記１から５の何れか１項記載の
広角高倍ズームレンズ。
【０１７８】
０．１＜Ｌg4／ｆW ＜０．４５　　　　　　　　　　　　　・・・（１）
ただし、Ｌg4は第４レンズ群の厚さ、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【０１７９】
〔７〕　次の条件式（２）と（３）を満足することを特徴とする上記１から４の何れか１
項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０１８０】
０．８＜ＲＨ5W／ＲＨ4W＜３．０　　　　　　　　　　　　・・・（２）
１．０＜ＲＨ5T／ＲＨ4T＜３．５　　　　　　　　　　　　・・・（３）
ただし、ＲＨ4Wは広角端での第４レンズ群最後面を射出する最軸外主光線の高さ、ＲＨ5W

は広角端での第５レンズ群最前面に入射する最軸外主光線の高さ、ＲＨ4Tは望遠端での第
４レンズ群最後面を射出する最軸外主光線の高さ、ＲＨ5Tは望遠端での第５レンズ群最前
に入射する最軸外主光線の高さである。
【０１８１】
〔８〕　次の条件式（４）と（５）を満足することを特徴とする上記１から４の何れか１
項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０１８２】
０．３＜Ｄ45W ／ｆW ＜０．８　　　　　　　　　　　　　・・・（４）
０．１７＜Ｄ45T ／ｆT ＜０．５　　　　　　　　　　　　・・・（５）
ただし、Ｄ45W は広角端での第４レンズ群と第５レンズ群の間隔、Ｄ45T は望遠端での第
４レンズ群と第５レンズ群の間隔、ｆW は広角端での全系焦点距離、ｆT は望遠端での全
系焦点距離である。
【０１８３】
〔９〕　次の条件式（６）を満足することを特徴とする上記１から５の何れか１項記載の
広角高倍ズームレンズ。
【０１８４】
９．０＜ｆ1 ／ｆW ＜２０．０　　　　　　　　　　　　　・・・（６）
ただし、ｆ1 は第１レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【０１８５】
〔１０〕　次の条件式（７）を満足することを特徴とする上記１から５の何れか１項記載
の広角高倍ズームレンズ。
【０１８６】
－１．７＜ｆ2 ／ｆW ＜－１．４　　　　　　　　　　　　・・・（７）
ただし、ｆ2 は第２レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【０１８７】
〔１１〕　次の条件式（８）を満足することを特徴とする上記１から５の何れか１項記載
の広角高倍ズームレンズ。
【０１８８】
１．０＜ｆ3 ／ｆW ＜４．０　　　　　　　　　　　　　　・・・（８）
ただし、ｆ3 は第３レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【０１８９】
〔１２〕　次の条件式（９）を満足することを特徴とする上記１から４の何れか１項記載
の広角高倍ズームレンズ。
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【０１９０】
－５．５＜ｆ4 ／ｆW ＜－０．５　　　　　　　　　　　　・・・（９）
ただし、ｆ4 は第４レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【０１９１】
〔１３〕　次の条件式（１０）を満足することを特徴とする上記１から４の何れか１項記
載の広角高倍ズームレンズ。
【０１９２】
１．０＜ｆ5 ／ｆW ＜６．０　　　　　　　　　　　　　・・・（１０）
ただし、ｆ5 は第５レンズ群の焦点距離、ｆW は広角端での全系焦点距離である。
【０１９３】
〔１４〕　第１レンズ群内の少なくとも１枚の正レンズが次の条件式（１１）及び（１２
）を満足することを特徴とする上記１から５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０１９４】
Ｎd11 ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１１）
νd11 ＞６８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１２）
ただし、Ｎd11 は第１レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対する屈折率、ν

d11 は第１レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対するアッベ数である。
【０１９５】
〔１５〕　第２レンズ群が第１副群と第２副群からなり、第１副群は像面側に凹面を向け
た負メニスカスレンズを有し、第２副群は物体側から負レンズ・正レンズの順の接合レン
ズを有し、その接合レンズの接合面が物体側に凸面を向けていることを特徴とする上記１
から５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０１９６】
〔１６〕　第３レンズ群中の負レンズは他のレンズと接合されていることを特徴とする上
記１から５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０１９７】
〔１７〕　第３レンズ群の最も物体側に非球面が配置されていることを特徴とする上記１
から５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０１９８】
〔１８〕　第３レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズが次の条件式（１３）及び（１４
）を満足することを特徴とする上記１から５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０１９９】
Ｎd31 ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１３）
νd31 ＞７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１４）
ただし、Ｎd31 は第３レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対する屈折率、ν

d31 は第３レンズ群中の少なくとも１枚の正レンズのｄ線に対するアッベ数である。
【０２００】
〔１９〕　第４レンズ群の１枚のレンズは単レンズであり、次の条件式（１５）を満足す
ることを特徴とする上記１から３の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０２０１】
０．５＜ＳＦ4g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１５）
ただし、ＳＦ4g＝（Ｒf ＋Ｒb ）／（Ｒf －Ｒb ）であり、ここで、Ｒf は第４レンズ群
レンズ前面の光軸上曲率半径、Ｒb は第４レンズ群レンズレンズ後面の光軸上曲率半径で
ある。
【０２０２】
〔２０〕　第５レンズ群が正レンズと負レンズの接合レンズからなることを特徴とする上
記１から４の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０２０３】
〔２１〕　第５レンズ群中に非球面を有することを特徴とする上記１から４の何れか１項
記載の広角高倍ズームレンズ。
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【０２０４】
〔２２〕　次の条件式（１６）を満足することを特徴とする上記１から５の何れか１項記
載の広角高倍ズームレンズ。
【０２０５】
０．４＜Δβ3 ／Δβ2 ＜２．０　　　　　　　　　　　・・・（１６）
ただし、Δβ2 は第２レンズ群の変倍比、Δβ3 は第３レンズ群の変倍比である。
【０２０６】
〔２３〕　次の条件式（１７）を満足することを特徴とする上記１から５の何れか１項記
載の広角高倍ズームレンズ。
【０２０７】
１０．０＜ＬW ／ＩＨ＜２０．０　　　　　　　　　　　・・・（１７）
ただし、ＬW は広角端での全系全長、ＩＨは最大像高である。
【０２０８】
〔２４〕　次の条件式（１８）を満足することを特徴とする上記１から４の何れか１項記
載の広角高倍ズームレンズ。
【０２０９】
０．０５＜ｄ45W ／ｆ5 ＜０．２５　　　　　　　　　　・・・（１８）
ただし、ｄ45W は広角端での第４群と第５群の間隔、ｆ5 は第５レンズ群の焦点距離であ
る。
【０２１０】
〔２５〕　絞りを有し、前記絞りが第３レンズ群と一体で移動することを特徴とする上記
１から５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０２１１】
〔２６〕　第１レンズ群が物体側に凸の負レンズと、物体側に凸の正レンズの２枚のレン
ズからなることを特徴とする上記１から５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０２１２】
〔２７〕　絞りを有すると共に、次の条件式（１９）から（２２）を満足することを特徴
とする上記１から５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０２１３】
ＮdFS ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１９）
νdFS ＞７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２０）
ＮdRS ＜１．５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２１）
νdRS ＞７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２２）
ただし、ＮdFS は絞りより前に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対する屈折率
、νdFS は絞りより前に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対するアッベ数、Ｎ

dRS は絞りより後に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対する屈折率、νdRS は
絞りより後に配置される少なくとも１枚のレンズのｄ線に対するアッベ数である。
【０２１４】
〔２８〕　第２レンズ群が、物体側から、負レンズ、負レンズ、負レンズ、正レンズの４
枚からなることを特徴とする上記１から５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０２１５】
〔２９〕　第２レンズ群の物体側から１枚目と２枚目のレンズが像面側に凹面を向けた負
メニスカスレンズからなることを特徴とする上記２８記載の広角高倍ズームレンズ。
【０２１６】
〔３０〕　次の条件式（２３）を満足することを特徴とする上記２８又は２９記載の広角
高倍ズームレンズ。
【０２１７】
１．０≦ＳＦ22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２３）
ただし、ＳＦ22＝（Ｒf ＋Ｒb ）／（Ｒf －Ｒb ）であり、ここで、Ｒf は第２レンズ群
の物体側から２枚目のレンズの前面の光軸上曲率半径、Ｒb は第２レンズ群の物体側から
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２枚目のレンズの後面の光軸上曲率半径である。
【０２１８】
〔３１〕　前記第２レンズ群は接合面を有する接合レンズを有し、次の条件式（２４）を
満足することを特徴とする上記１から５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズ。
【０２１９】
－２．０＜Ｒ2ce ／ｆ2 ＜－０．５　　　　　　　　　　・・・（２４）
ただし、Ｒ2ce は第２レンズ群の接合面の光軸上曲率半径、ｆ2 は第２レンズ群の焦点距
離である。
【０２２０】
〔３２〕　第２レンズ群中に非球面を有することを特徴とする上記１から５の何れか１項
記載の広角高倍ズームレンズ。
【０２２１】
〔３３〕　次の条件式（２５）を満足することを特徴とする上記１から５の何れか１項記
載の広角高倍ズームレンズ。
【０２２２】
１．４＜Ｒ1b／Ｒ2f＜３．０　　　　　　　　　　　　　・・・（２５）
ただし、Ｒ1bは第１レンズ群最終面の光軸上曲率半径、Ｒ2fは第２レンズ群最前面の光軸
上曲率半径である。
【０２２３】
〔３４〕　次の条件式（２６）を満足することを特徴とする上記１から３３の何れか１項
記載の広角高倍ズームレンズ。
【０２２４】
４＜Ｚ＜１５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２６）
ただし、Ｚは変倍比である。
【０２２５】
〔３５〕　次の条件式（２７）を満足することを特徴とする上記１から３４の何れか１項
記載の広角高倍ズームレンズ。
【０２２６】
３０°＜ωW ＜４７°　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２７）
ただし、ωW は広角端半画角である。
【０２２７】
〔３６〕　上記１から３５の何れか１項記載の広角高倍ズームレンズと、その像側に配さ
れた電子撮像素子とを備えたことを特徴とする撮像装置。
【０２２８】
【発明の効果】
　以上の説明から明らかなように、本発明によると、強いパワーの負レンズを独立して可
動な第４群に配置して光線を跳ね上げる作用を担わせ、その結果第３群内に強いパワーの
負レンズを配置する必要がなくなり収差変動を最小限に抑えて、従来より少ない枚数で広
画角、高変倍、高画質の４群ないし５群ズームレンズとそれを用いた撮影装置を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の広角高倍ズームレンズの実施例１の無限遠物点合焦時の広角端でのレン
ズ断面図である。
【図２】本発明の広角高倍ズームレンズの実施例２の無限遠物点合焦時の広角端でのレン
ズ断面図である。
【図３】本発明の広角高倍ズームレンズの実施例３の無限遠物点合焦時の広角端でのレン
ズ断面図である。
【図４】本発明の広角高倍ズームレンズの実施例４の無限遠物点合焦時の広角端でのレン
ズ断面図である。
【図５】実施例１の無限遠にフォーカシングした場合の広角端（ａ）、中間状態（ｂ）、
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【図６】実施例２の無限遠にフォーカシングした場合の広角端（ａ）、中間状態（ｂ）、
望遠端（ｃ）の収差図である。
【図７】本発明によるズームレンズを組み込んだデジタルカメラの外観を示す前方斜視図
である。
【図８】図７のデジタルカメラの後方斜視図である。
【図９】図７のデジタルカメラの断面図である。
【符号の説明】
Ｇ１…第１レンズ群
Ｇ２…第２レンズ群
Ｇ３…第３レンズ群
Ｇ４…第４レンズ群
Ｇ５…第５レンズ群
Ｓ…絞り
Ｆ…平行平面板群
Ｉ…ＣＣＤの像面
ＬＦ…光学的ローパスフィルター
ＣＧ…カバーガラス
Ｅ…観察者眼球
４０…デジタルカメラ
４１…撮影光学系
４２…撮影用光路
４３…ファインダー光学系
４４…ファインダー用光路
４５…シャッター
４６…フラッシュ
４７…液晶表示モニター
４９…ＣＣＤ
５０…カバー部材
５１…処理手段
５２…記録手段
５３…ファインダー用対物光学系
５５…ポロプリズム
５７…視野枠
５９…接眼光学系
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